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農
業
は
国
の
屋
台
骨
。

私
た
ち
は
こ
の
産
業
を
し
っ
か
り
支
え
ま
す
。

農業への支援
JAバンクアグリサポート事業

世
界
的
な
穀
物
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
ひ
っ
迫
と

輸
入
農
産
物
の〝
安
全
・
安
心
〞へ
の
疑
念
か
ら
、

国
内
産
の
農
産
物
を
見
直
す
動
き
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

食
料
安
全
保
障
と
い
っ
た
大
き
な
観
点
だ
け
で
な
く
、

身
近
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
身
近
な
地
域
で
消
費
す
る

〝
地
産
地
消
〞の
声
も
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

農
林
中
央
金
庫
は
、
J
A
バ
ン
ク
の
一
翼
を
担
う
金
融
機
関
と
し
て

J
A
バ
ン
ク
が
提
唱
す
る「
J
A
バ
ン
ク
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」に
協
力
し
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

J A 信農連 農林中金

JAバンクとは？
JA、信農連、農林中央金庫（JAバンク会員）で
構成されるグループの名称です。
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JAバンクアグリサポート事業　（http://www.jabank-aes.or.jp）

　JAバンクは、大きな変革に直面する日本の農業・農村に対しこれまで以上に踏み込んだ支援策を
展開し、自らの社会的使命にこたえていく方針から、「JAバンクアグリサポート事業」を実施しています。
 事業概要：「農業担い手に対する支援」「農業および地域社会に貢献する取組みなどに対する支援」「消費者
 などの農業への理解・関心を高める取組み」の3つの切り口から、農業振興等に貢献する事業を展開していくもの。
 事業実施主体：有限責任中間法人JAバンクアグリ・エコサポート基金
 事業費：当金庫より3ヵ年で100億円程度を拠出
 事業実施期間：平成19年度から平成21年度の3ヵ年

農
業
と

そ
の
担
い
手
を
応
援
す
る

農
業
を
取
り
巻
く
深
刻
な
状
況

　

わ
が
国
の
農
業
人
口（
基
幹
的
農
業
従
事
者
）は
お
よ
そ
2
0
0
万
人 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
人
口
１
億
2
7
7
1
万
人
の
1.6
%
、

就
業
人
口
で
見
れ
ば
わ
ず
か
3.7
%
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
数
字
は
農
業
従

事
者
１
人
で
64
人
も
の
国
民
の
食
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
農
業
人
口
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
明
日
の
担
い
手

育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
農
業
の
あ
り
方
と
後
継
者
の

育
成
は
表
裏
一
体
の
関
係
で
す
。

　

農
林
中
央
金
庫
は
、「
農
業
担
い
手
金
融
室
」を
設
置
す
る
な
ど
、
金
融

の
仕
組
み
を
と
お
し
て
農
業
向
け
各
種
資
金
制
度
の
企
画
・
推
進
等
を

J
A
・
信
農
連
向
け
に
行
う
と
と
も
に
、J
A
バ
ン
ク
に
お
け
る
農
業
支

援
対
策
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

J
A
バ
ン
ク
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は

　

J
A
バ
ン
ク
は
、
日
本
の
農
業
・
農
村
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

踏
み
込
ん
だ
支
援
策
を
展
開
し
、
自
ら
の
社
会
的
使
命
に
こ
た
え
て
い

く
た
め
に
、
平
成
19
年
度
に
「
J
A
バ
ン
ク
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を

創
設
し
ま
し
た
。
農
林
中
央
金
庫
は
、「
J
A
バ
ン
ク
」の
一
員
と
し
て

J
A
・
信
農
連
と
と
も
に
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①農業担い手に対する支援

②農業および地域社会に貢献する取組み
　などに対する支援

③農業への理解・関心を高める取組み

利子助成事業：JAが行う農業関連の融資に対して最大1％の利子助成を実施
　　　　　　（平成19年度は約1万3,000件の利子助成金を交付）

3ヵ年の取組

実績を踏まえ、

必要な事業を

継続・追加
食と地域の文化発信事業：NHKエデュケーショナル・読売新聞社と「食と地域を考える
フォーラム委員会」を構成し、産地の取組みを発信　http://www.shoku-forum.com/

平成 19年度 平成20年度 平成21年度

投資事業：農業・環境分野の経営体に対し出資などによる
支援を実施　http://www.jseed.jp/aef

JAバンク食農教育応援事業：JA等が行う食農教育等の
 活動に対し助成等を実施

取組状況（平成19年度実績［一部平成20年度実績・予定を含む］）

①農業担い手に対する支援
②農業および地域社会に貢献する

取組みなどに対する支援
③農業への理解・関心を

高める取組み

（1） 平成19年度の第1回募集において、JA
が行う1万3,291件の農業関連融資の利
用者に、総額1億3,300万円の利子助成
金を交付いたしました。

（2） 次世代を担う農業法人等を育成支援す
る投資ファンドへの出資を決定しました
（平成20年度）。

（1） 教材本贈呈事業：食農教育・金融経済
教育のオリジナル教材本を全国の小学
校に贈呈しています。

（2） JA等の食農教育等の活動に対する助成
を行うこととしています（平成20年度中）。

（3） JA等の食農教育等の活動に関する情報
発信を行っています（平成20年度）。

「食と地域の文化発信事業」
と称して産地の地域活性化
に向けた取組みを発信する
事業を展開しています。



ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
３
つ
の
切
り

口
か
ら
４
つ
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
農
業
担
い
手
に
対
す
る
支
援
」と
し
て
『
利
子
助

成
事
業
』『
投
資
事
業
』、「
農
業
お
よ
び
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
取
組
み
な
ど
に
対
す
る
支
援
」と
し
て

『
J
A
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
』、「
農
業
へ
の
理

解
・
関
心
を
高
め
る
取
組
み
」と
し
て
『
食
と
地
域
の

文
化
発
信
事
業
』の
4
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
『
利
子
助
成
事
業
』と
『
食
と
地
域
の

文
化
発
信
事
業
』は
平
成
19
年
度
か
ら
、『
投
資
事
業
』

『
J
A
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
』は
平
成
20
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
、「
有
限
責
任
中
間
法
人

J
A
バ
ン
ク
ア
グ
リ
・
エ
コ
サ
ポ
ー
ト
基
金
」で
、
当

金
庫
は
こ
の
基
金
に
3
ヵ
年
で
1
0
0
億
円
程
度
を

拠
出
し
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
協
力
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
基
金
の
理
事
・
監
事
に
は
、
会
長
理
事
の

奥
田
碩
氏
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
取
締
役
相
談

役
）を
筆
頭
に
各
界
の
有
識
者
を
迎
え
て
お
り
、
よ
り

幅
広
い
見
地
か
ら
事
業
の
社
会
的
意
義
を

高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
公
正
な
運
営

を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

② 

次
世
代
を
担
う
農
業

法
人
等
へ
の
投
資
事
業

　
一
般
的
に
農
業
の
分
野
は
、天
候
や
価
格
変

動
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
し
、期
待
リ
タ
ー
ン
が
見
込
み
づ

ら
く
、成
長
性
や
収
益
化
の
見
通
し
が
困
難
な
分
野
と

い
わ
れ
て
お
り
、こ
の
た
め
農
業
に
特
化
し
て
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
を
供
給
す
る
取
組
み
は
、前
例
が
少
な
い
と
い
う
実

情
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、日
本
の
農
業
の
将
来

を
見
据
え
、さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す
農
業
担
い
手
に

と
っ
て
、
法
人
化
・
大
規
模
化
・
経
営
の
高
度
化
・
技

術
革
新
な
ど
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
こ
の
事
業
で
は
、
農
業

振
興
・
環
境
貢
献
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
あ
る

企
業
経
営
体
、
た
と
え
ば
、
農
業
経
営
の
高
度
化
や

生
産
技
術
の
革
新
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
、
食

料
自
給
率
の
向
上
や
食
料
の
安
定
供
給
、
食
の
安
全
・

安
心
確
保
、
地
球
環
境
保
全
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む
企
業
経
営
体
を
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
本
提
供

を
通
じ
て
育
成
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
8
月
に
設
立
さ
れ
た
「
ア
グ
リ
・
エ
コ

サ
ポ
ー
ト
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
」（
通
称
：
ア
グ

リ
・
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
）に
、
基
金
よ
り
20
億
円
を
出
資

し
、
ア
グ
リ
・
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
、
1
社
あ
た

り
1
千
万
〜
5
千
万
円
、
合
計
30
〜
50
社
程
度
に
集

中
し
て
資
本
提
供
と
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

柱
と
な
る
4
つ
の
事
業

①
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
利
子
助
成
事
業

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
す
る
多
様
な
農
業
の
担
い

手
へ
の
支
援
と
し
て
、J
A
が
行
う
農
業
関
連
融
資
に

最
大
1
%
の
利
子
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
の
第
1
回
募
集
に
お
い
て
は
、認
定
農

業
者
向
け
運
転
資
金
で
あ
る「
ス
ー
パ
ー
S
資
金
」、水

田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
対
象
者
向
け
運
転
資

金
で
あ
る「
ア
グ
リ
ス
ー
パ
ー
資
金
」、農
機
・
ハ
ウ
ス
購

入
に
か
か
る
10
年
以
内
の
設
備
資
金
で
あ
る「
J
A
農

機
・
ハ
ウ
ス
ロ
ー
ン
」な
ど
の
資
金
を
助
成
対
象
と
し

て
、1
万
3
2
9
1
件
の
農
業
融
資
案
件
に
対
し
、総
額

1
億
3
3
6
4
万
4
1
6
7
円
の
利
子
助
成
金
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
1
件
あ
た
り
の
平
均
助
成
額
は
1
万
円

強
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、J
A
窓
口
に
申
請
手
続
に

訪
れ
た
農
業
従
事
者
に
は
大
変
好
評
で
、助
成
金
交
付

の
実
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
J
A
窓
口
の
方
々

か
ら
も「
組
合
員
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
」「
継
続
し
て
ほ
し

い
」と
好
意
的
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
2
回
と
な
る
平
成
20
年
度
の
募
集
か
ら
は
、事
業

の
認
知
度
も
ア
ッ
プ
し
、J
A
の
税
務
対
応
支
援
の
対

象
者
等
に
対
す
る
運
転
資
金
で
あ
る「
担
い
手
応
援
ロ
ー

ン
」が
新
し
く
助
成
対
象
と
し
て
加
わ
る
な
ど
、こ
の
事

業
を
活
用
い
た
だ
け
る
農
業
担
い
手
が
さ
ら
に
拡
大
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農業への支援
JAバンクアグリサポート事業
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全国の小学校に寄贈した補助教材

　

こ
の
フ
ァ
ン
ド
か
ら
、わ
が
国
の
農
業
の
未
来
を
担
う

新
し
い
経
営
体
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

③
J
A
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に
つ
い
て
の
理

解
を
広
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
20
年

度
か
ら
多
面
的
な
教
育
実
践
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
こ
の
取
組
み
の
導
入
部
と
し
て
、「
農
業
と
食
」

「
農
業
と
環
境
」「
農
業
と
経
済
」等
を
テ
ー
マ
と
す
る
補

助
教
材
を
制
作
し
、全
国
の
Ｊ
Ａ
・
信
農
連
等
を
通
じ

て
、全
国
の
小
学
校（
主
と
し
て
５
年
生
向
け
に
活
用
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
）に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、取

組
み
途
上
に
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
に
全
国
の
お
よ
そ

1
万
7
千
校（
平
成
20
年
11
月
20
日
現
在
集
計
時
点
）

を
対
象
に
教
材
を
贈
呈
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た

取
組
み
に
対
し
て
、小
学
校
等
か
ら
感
謝
の
言
葉
や
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
実
際
に
教
材
を
手
に
し

た
小
学
生
か
ら
は
2
0
0
0
件
近
い
感
想
文
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
取
組
み
の
展
開
部
で
は
、
全
国
の
Ｊ
Ａ

等
が
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
農
業
体
験
学
習
等
の
食

農
教
育
、環
境
教
育
、金
融
経
済
教
育
の
活
動
を
実
践

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
対
し
て
、
基
金

が
費
用
助
成
を
行
う
こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
既
に
、
こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
す
る

食
農
教
育
等
の
地
域
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は
、広

く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

が
創
設
し
た
基
金
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
取
組
み
が
さ
ら
に
広
ま
り
、
充
実
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
既
に
多
く
の
Ｊ
Ａ
や
信
農
連
に
お
い
て
、

こ
の
事
業
の
創
設
を
契
機
と
し
て
、
新
た
な
食
農
教
育

等
の
取
組
み
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、
取
組
み
初
年
度
か

ら
目
に
見
え
る
効
果
が
表
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
、
全
国
の
T
B
S

系
列
で
毎
週
火
曜
日
の
夜
10
時
54
分
よ
り『
み
の
り
の

風
景
』と
題
す
る
番
組
の
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
番
組
は
、
全
国
47
都
道
府
県
各
地
の
美
し
い
農
風

景
を
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
番
組
本
編
に
続
く

告
知
部
分
に
お
い
て
は
、「
み
の
り
の
学
校
」と
題
し
て
、

採
れ
た
て
の
野
菜
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る

よ
う
な
笑
顔
を
紹
介
す
る
等
、
Ｊ
Ａ
等
に
よ
る
取
組
み

の
実
践
の
成
果
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

教
材
は
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

の
共
通
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、
食
農
教
育
編

『
農
業
の
今
と
日
本
の
食
』、
環
境
教
育
編
『
農

業
の
や
く
わ
り
と
環
境
』、
金
融
経
済
教
育
編

『
農
業
の
し
く
み
と
お
金
の
し
く
み
』（
各
表
紙

込
み
24
ペ
ー
ジ
）の
３
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補助教材贈呈先からのご意見・ご感想
　実際に教材を手にした先生からは、「地域の農
業の状況等が分かる教材があったほうがよりよ
い」といった要望に加え、「絵や写真、グラフが多
く掲載されており、分かりやすい」、「ワークシー
ト形式で児童自らが取り組むよう工夫がされてい
てよい」といったご意見・評価をいただきました。
　また、児童からは、「農業・農家のおかげでお米
や野菜が食べられて感謝しています」、「自給率
を増やすため、国内の農産物を食べていきたい
です」、「ＪＡのことを知ることができてよかった
です」、「これから自然を守りたい」といった感想が
寄せられています。

教材贈呈を紹介した新聞記事
（平成20年9月3日付、日本農業新聞）
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④「
食
と
地
域
の
文
化
発
信
事
業
」

　

農
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
当
基
金
が
N
H
K
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ

ル
、
読
売
新
聞
社
と
と
も
に「
食
と
地
域
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
」を
構
成
し
、

産
地
の
取
組
み
・
地
域
の
食
文
化
な
ど
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
8
月
5
日
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た「
須
賀
川
交
流
会
」を
皮
切
り
に
、

「
元
気
な
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。
in
仙
台
」（
平
成
19
年
10
月
8
日
）、「
元
気
な
食
を

い
た
だ
き
ま
す
。
in
広
島
」（
平
成
20
年
2
月
17
日
）、「
元
気
な
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。

鳥
取
い
な
ば
の
食
ぢ
か
ら（
鳥
取
県
）」（
7
月
27
日
）、「
元
気
な
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。

南
さ
つ
ま
の
食
ぢ
か
ら（
鹿
児
島
県
）」（
9
月
13
日
）、「
元
気
な
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。

in
大
阪
〜
農
と
食
の
お
い
し
い
関
係
〜
」（
10
月
13
日
）な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
6
回

開
催
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
平
成
21
年
に
は「
元
気
な
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。
in
福

岡
」（
2
月
1
日
）の
開
催
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
体
と
心
の
健
康
を
つ
く
り
、
明
日
へ
向
か
う
力
を
生
み

出
す
「
食
べ
も
の
」の
大
切
さ
を
見
直
す
と
と
も
に
、
食
の
生
産
地
と
消
費
地
を
お
い

し
さ
で
結
び
、
交
流
の
和
を
広
げ
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
J
A
拠
点
か
ら
料
理
自
慢
が
集
ま
り
、
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
料
理
の
展
示
も
行
わ
れ
、参
加
者
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
食
の
チ
カ
ラ
」と
題
し
て
、平
成
19
年
11
月
11
日
に
東
京
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し「
限
界
集
落
」や「
食
の
安
全
性
」の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
模
様
は
N
H
K
の「
日
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
放

映
さ
れ
ま
し
た
が
、「
難
し
い
農
業
問
題
を
分
か
り
や
す
く

取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
」「
面
白
か
っ
た
」な
ど
多
く
の
好

意
的
な
反
響
が
参
加
者
・
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
、
平
成
21
年
2
月
21
日
よ
み
う
り
ホ
ー
ル

で
の
開
催
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

各地で行われた「食と地域の文化発信事業」イベントの様子

〝
お
い
し
さ
〞で
日
本
を
結
ぶ

　

日
本
列
島
に
は
、
全
国
各
地
に
元
気
な
食
材
が
い
っ
ぱ
い
。「
食
と
地

域
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
」で
は
、
こ
う
し
た
産
地
と
の
連
携
を

進
め
、
豊
か
な
食
材
づ
く
り
に
込
め
ら
れ
た
生
産
者
の
熱
い
思
い
を
掘
り

起
こ
し
、
自
慢
の
家
庭
料
理
と
と
も
に
参
加
者
の
み
な
さ
ま
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
食
を
と
お
し
た
生
産
者
と
消
費
者
の
〝
輪
〞な
ら
ぬ
〝
和
〞も

着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「日本の食の未来をたずねて。」
ホームページ

農業への支援
JAバンクアグリサポート事業

元気な食をいただきます。南さつまの食ぢから元気な食をいただきます。in大阪
～農と食のおいしい関係～

元気な食をいただきます。鳥取いなばの食ぢから


